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１．序論 

日本におけるプロスポーツクラブは、プロ野球

球団や J クラブなどがある。プロ野球球団は親会

社が広告宣伝費として損失の補填をし、赤字経営

でも球団が存続することが可能であった。J クラ

ブにおいても同様なことが言える。損失補填によ

る 1 社依存型の経営は、親会社の経営状況にクラ

ブの経営が大きく左右されるリスクを含んでおり、

自らが利益を生み出す独立した経営が求められて

いる。 

企業経営における経営資源の中でも「ヒト」にあ

らわされる人的資源は物的資源と比べ①調整し、

統合し、判断し、創造する能力、②人的資源の担

い手である人間主体自らが自分の能力を開発し、

統合し、判断し、創造する能力、③人的資源その

ものが成長・発展を施し、助長する能力がある

(Drucker，1982)。このように企業における人的資

源の重要性は明らかなものとなっているが、プロ

スポーツクラブにおける人的資源管理に焦点を当

てた研究は少なく、未解明の部分が多い。プロス

ポーツクラブのフロントスタッフにおいて、人的

資源管理を行うのであれば最初にプロスポーツク

ラブの特徴をとらえなければならない。①事業規

模が小規模であるが事業ないし収入は多岐にわた

っており、ステークホルダーが多様であること、

②営利と非営利の二面性を持つ組織であること、

③チームの成績と会社の事業成績という二つの成

績があるということの３つがあげられる。このよ

うな特徴を持っているプロスポーツクラブが安定

した業績を上げ、存続していくためには、実際に

成果を生み出すフロントスタッフの就業実態の把

握、ならびに組織コミットメント、職務満足の先

行要因の把握が重要である。 

 

２．先行研究 

人的資源の参加意識を高めることは、組織力を

向上する上で重要な事項であり、人の行動モデル

を考慮した企業活動が最近積極的に行われている。

行動モデルを考え動機づけを行う理論としては、

基礎論的理論と実践論的理論がある。基礎論的理

論とは、Maslow の欲求 5 段階説や組織均衡論、欲

求待理論、Hertzberg(1959)の動機づけ理論など、

個人がどのような場合に組織に参加するのか、組

織はどのように存在できるのかを述べたものであ

る。実践論的理論には、人間関係アプローチや、

人的資源アプローチ、MacGregor のＸ理論とＹ理

論などがある。実践論的理論は、個人はより大き

い満足を求めて組織に参加すると考えてられてい

る理論である。どちらの理論においても、欲求や

情緒などといった心理的側面や、それらが態度や

行動につながる組織コミットメントや職務満足は、

人的資源管理の領域では重要な概念であると考え

られる。本研究ではそれらに焦点を当てて研究を

進めていく。 

３．研究目的 

本研究では、①プロスポーツクラブのフロントス

タッフにおける組織コミットメント及び職務満足

に影響を与えている要因を明らかにすること、②

明らかになった要因を質的データ及び関係のある

理論を用いて考察することを目的とする。 

４．調査概要 

プロスポーツクラブのフロントスタッフにイン

タビュー調査を行った。インタビューイーはプロ

野球機構と J リーグに属するクラブのフロントス

タッフ 7 名であった。調査対象のサンプリング方

法は、スノーボールサンプリングを採用した。イ

ンタビューイーには研究の目的と概要を説明し、

研究への参加と会話の録音の了承を得た。録音さ

れたインタビュー内容は後に文字に起こし、逐語

録を作成した。インタビューの実施と逐語録の作

成は筆者一人で行った。1 回のインタビューは約 1

時間で、各クラブの会議室もしくは、近くの喫茶

店で行われた。調査は 2009 年 10 月から 12 月にか

けて行われた。インタビュー方法としては、半構

造化インタビューを採用しデータ収集を行った。 

 

 ４．分析方法 

本研究では、大谷(2007)によって提唱された 4

ステップコーディングによる質的データ分析手法

SCAT に即してデータのコーディングを行い、分析



を行った。 

表１．インタビューイーの属性 

 年齢 性別 勤続年数 

A さん 27 男性 2 年 

B さん 23 女性 1 年 

C さん 24 男性 1 年 

D さん 27 男性 3 年 

E さん 27 男性 2 年 

F さん 31 男性 2 年 

G さん 26 男性 2 年 

５．結果 

プロスポーツクラブのフロントスタッフにおけ

る組織コミットメントおよび職務満足に影響を与

える要因についてのインタビュー回答の分析を行

った。結果として、「スポーツに関われること」、

「競技に関われること」、「社会貢献活動」、「コー

ポレート・レピュテーション」、「ファン・サポー

ター」、「チーム・ロイヤルティ」、「チーム成績」、

「出向との人間関係」、「フロントスタッフの人間

関係」、「上司」、「責任」という要因が組織コミッ

トメントと職務満足へ影響を与えていることが示

唆された。 

６．考察 

(１)スポーツ、競技に関われていること 

過去に多大な時間、お金、エネルギーをスポー

ツに費やしてきた彼（女）らは、スポーツ・コミ

ットメントが高く、スポーツの世界へ留まろうと

するアイデンティティが形成されていることが推

察される。そのことにより、スポーツや競技との

関わりが職務満足や組織コミットメントへ影響を

与えているのではないかと考えられた。 

(２)社会貢献活動 

過去に社会貢献活動に携わった、もしくは社会

貢献活動の恩恵を受けた経験のある人たちは就職

を決めている時から社会貢献活動を行いたいと考

えており、実際に社会貢献活動に携われた時には

内発的報酬を得ている。社会貢献活動を経験した

ことが無い人に関しては、入社して社会貢献活動

に携わるようになってから、社会貢献活動にやり

がいを感じてきている。 

(３)コーポレート・レピュテーション 

プロスポーツクラブが行っている地域振興、ス

ポーツ振興など様々な CSR 活動によってクラブの

レピュテーションが高まり、そこで働いているス

タッフも、周りの人に悪い目で見られないという

現象が起こり、それが組織コミットメント及び職

務満足に影響を与えていると考えられる。 

(４)ファン・サポーター 

インタビューイーの中には、フロントスタッフ

でありながらファンでもあるという人がいること

が示唆された。ファンのチームへの心理的態度は、

チームの成績と正の相関が確認されていることか

ら、ファンである従業員はチームの成績が組織コ

ミットメントや職務満足に影響を与えていること

が考えられる。 

（５）チーム・ロイヤルティ 

「チーム･ロイヤルティ」とは、ある人がある特定

のスポーツチームを気に入っているという心理状

態であり、チーム・ロイヤルティが高まることに

よって組織に対しての心理的愛着である情緒的コ

ミットメントも高くなると考えられる。 
（６）チーム成績 
チームの成績に関して、会社としてはほとんど

コントロールが出来ないことではあるが、スポー

ツファンは強い・成功しているチームと自らとの

関係を深めようとし、そうでないチームとは距離

を置こうとすることが指摘されていることから、

チーム・ロイヤルティが高いフロントスタッフは

チームの成績が組織コミットメントや職務満足に

影響を与えていると考えられる。 
（７）衛生要因  
 「出向との人間関係」、「フロントスタッフの人

間関係」、「上司」「責任」は、2 要因理論をもとに
分類すると、衛生要因に分類される。これらの要

因に関しては先行研究でも職務満足に影響を与え

る事が明らかになっている。 

７．まとめ 

プロスポーツクラブの特徴を加味して考えると、

フロントスタッフは職務の中で様々な内的報酬を

受ける機会がある。業務が多岐にわたっているこ

ともあり、今回示唆された組織コミットメントお

よび職務満足の先行要因と関わる機会が多々ある。

プロスポーツクラブは財政が安定していないため、

給料などの外的報酬によるスタッフの動機づけが

出来ない現実があり、その分スタッフが内的報酬

をなるべく多く得るような人的資源管理戦略的に

行うことが必要である。本研究結果を踏まえるこ

とによりそれが可能となり、結果として組織コミ

ットメント及び職務満足が向上し、プロスポーツ

クラブの発展に寄与していくことを期待する。 

 


